
本
来
の
意
味
で
の
労
働
行
政
は
、

戦
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
警
察
行
政
の
一
部
で
し
か

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
人
権
指
令

（
政
治
犯
釈
放
・
特
高
警
察
廃
止
）

が
昭
和
二
〇(

一
九
四
五)

年
一
〇

月
四
日
、
五
大
改
革
指
令
が
そ
の

一
週
間
後
に
出
ま
す
。
五
大
改
革

の
一
つ
に
「
労
働
組
合
の
組
織
奨

励
」
が
あ
っ
て
、
労
働
行
政
は
「
民

主
化
」
の
内
実
を
測
る
試
金
石
的

な
行
政
分
野
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
改
革
の
第
一
線
に
立
っ

た
の
が
労
政
事
務
所
で
す
。
同
事

務
所
と
公
共
職
業
安
定
所
は
、
労

働
三
法
の
出
そ
ろ
っ
た
昭
和
二
二

年
四
月
、
同
時
に
県
下
各
地
に
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
加
古
川
労
政
事

務
所
は
加
印
を
担
当
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
意
向
に
沿
い
つ
つ
各
種
調
査
、

労
働
組
合
の
結
成
・
運
営
指
導
、

労
働
者
教
育
な
ど
に
奮
闘
し
ま
し

た
が
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）

年
に
高
砂
労
働
会
館
が
完
成
す
る

と
、
こ
こ
に
移
っ
て
「
高
砂
労
政

事
務
所
」
と
改
称
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
（
本
史
話
24
参

照
）
に
、
加
古
川
労
政
事
務
所
機

関
誌
（
『
加
印
労
働
』
＝
昭
和
二
三

年
九
月
創
刊
、
二
四
年
七
月
の
第

四
号
は
『
東
播
労
働
』
と
改
題
）

が
四
号
分
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
、
高
砂
地
域
の
当
時
の
労

働
行
政
と
労
働
運
動
を
記
録
し
た

公
的
な
基
本
史
料
で
す
。
ち
な
み

に
同
誌
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
は
、

「
健
全
な
労
働
組
合
運
動
」
の
発

展
と
、
未
組
織
労
働
者
に
も
開
か

れ
た
「
意
見
発
表
・
懇
談
・
慰
安
」

の
場
と
な
り
う
る
労
働
会
館
建
設

の
必
要
性
を
明
確
に
唱
え
て
お
り
、

高
砂
町
の
労
働
会
館
建
設
は
こ
れ

に
応
え
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

昭
和
二
五
年
七
月
、
そ
れ
ま
で

総
同
盟
加
盟
労
組
中
心
の
組
織
だ

っ
た
東
播
労
働
組
合
連
合
会
（
東

労
連
）
が
改
編
さ
れ
、
官
公
労
系

労
組
を
も
糾
合
し

た
東
播
地
方

・

・

労
働

組
合
連
合
会
（
東

播
労
連
）
が
生
ま

れ
た
際
、
本
部
事

務
所
が
こ
の
労
働

会
館
に
置
か
れ
た

の
も
、
労
政
事
務

所
の
動
き
に
見
合
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
。

振
り
返
れ
ば
、
戦
後
の
労
組
結

成
に
お
い
て
、
加
印
で
は
三
菱
製

紙
や
田
熊
汽
缶
と
い
っ
た
高
砂
地

域
の
職
場
が
先
陣
を
務
め
ま
し
た

（
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
年
一
二
月
初
頭

結
成
）
。
ま
た
先
の
『
加
印
労
働
』

創
刊
号
に
は
、
管
内
の
二
万
余
人

を
擁
す
る
五
三
組
合
の
一
覧
表

（
二
三
年
六
月
）
が
あ
り
ま
す
が
、

組
合
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
組
織

が
四
つ
（
三
菱
製
紙
高
砂
工
場
労

組
、
日
本
毛
織
加
印
工
場
労
組
、

兵
庫
県
教
組
加
印
支
部
、
国
鉄
労

組
鷹
取
支
部
高
砂
地
区
評
議
会
）

あ
る
中
で
も
、
高
砂
の
比
重
は
目

に
つ
き
ま
す
。

（
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員大

森

実
）

▲「加印労働」創刊号の表紙

た

か

さ

ご

史

話

53

～
戦
後
の
労
働
行
政
・
労
働
運
動
の
始
ま
り
と
高
砂

～


